
 

 

 

 ＳＴＯＰ！長時間労働、実効ある働き方改革実現 

働く人々の視点に立った働き方改革を！ 

－２４市町すべてでキャラバン実施（空知）－ 

６月４日夜に上川地協からバトンタッチ

し、組合員らが待つ中１９時１５分から深

川市ホーマック前で街宣行動を実施。５日

は早朝から月形、奈井江、美唄、三笠、栗

山、夕張、由仁、長沼をキャラバンし、各

市町で街宣行動を展開、18時から岩見沢

市ホテルサンプラザで空知地区集会を開催

し、組合員ら約90名が参加した。 

 八木巻俊空知地協会長は挨拶の中で、

「高度プロフェッショナル制度の導入な

ど、長時間労働を助長しかねないものも法案に盛り込まれる可能性がある。働く人々の視点に立っ

た働き方改革を着実に進めていこう」と訴えた。集会では、JR 総連から路線見直し問題、北教組

から教職員が抱えている長時間労働の実態等について報告と決意表明が

された。また、民進党10区の神谷ひろし代表、中川浩利道議が連帯挨

拶、連合北海道信岡副会長が基調提起を行い、集会アピールを採択後、

団結ガンバローで集会を締めくくった。 

 ６日は、深川を皮切りに妹背牛、秩父別、沼田、北竜、雨竜、新十津

川、滝川、赤平、歌志

内、上砂川、砂川を回

り、全地区で街宣を行っ

た。空知地協管内は543キロを走行、24市町すべ

てを訪問し、22市町、23ヶ所で街宣を実施した。  

なお、すべての行程に民進党道10区総支部神谷

ひろし代表のご協力を得た他、各地域の推薦議員の

皆さんの協力もいただいた。 

スタートからの走行距離は7,140キロにのぼり、６日夜、石狩にキャラバンを引き継いだ。 
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夜間にかかわらず多くの組合員が参集した深川市の街宣 

神谷ひろし民進党道10区代表 

空知地区集会（岩見沢市） 

共謀罪の廃案を求める街頭演説会とデモ行進 

      ・６月 12日（月） 18 時～19時  札幌市大通西４丁目 

      ・［主催］連合北海道・民進党北海道・北海道農民連盟 

 


